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麻しん排除を目指す国内外の状況麻しん排除を目指す国内外の状況



ましんましん

麻疹（はしか）の症状麻疹（はしか）の症状

色素沈着

最も感染力が強い時期

麻疹であることに気づかずに行動 感染を広げる

免疫機能低下状態が数週間にわたって続く

コプリック斑



ましんましん

麻疹麻疹 （はしか）（はしか）
・ 原因 麻疹ウイルス measles virus

感染経路 空気感染
感染力が強い（基本再生産数Ｒ０）

1人→12-18人（インフルエンザ 1人→2-3人）

・ 合併症
麻疹ウイルスによる肺炎（６％）や脳炎(0.1%)
2次感染による細菌性肺炎、中耳炎(7%)
死亡 0.1-0.2%（途上国では 10倍以上）

・ 修飾麻疹
ワクチン接種後に年数が経って、麻しんに対する
免疫が下がってきた人の麻疹の場合は、軽くすむ
ことが多い。しかし、感染源になる

・ 治療法なし、しかしワクチンで予防可能



麻疹による脳炎の患者報告数麻疹による脳炎の患者報告数
20042004年～年～20072007年年
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男大阪府37

男新潟県32

男東京都31

男新潟県25

男神奈川県23

男大阪府21

女埼玉県20

男東京都16

女埼玉県13

2007

（９例）

男千葉県252006

女新潟県162004

性推定感染地診断週年

致死率は約15%で、治っても20～40%に中枢神経系の後遺症（精神発達遅滞、痙攣、
行動異常、神経聾、片麻痺、対麻痺）を残し、非常に重篤な病気です。

死亡



20-40年おきの流
行で、大人も子ども
も 一斉に感染

多くの人が命を落
とし、命定めの病と
して 怖れられた。

回復した喜びは、
ひとしお！

18001800年代日本の麻疹（はしか）年代日本の麻疹（はしか）



麻疹の予防治療麻疹の予防治療 万延元年庚申某月万延元年庚申某月
• 常に蓐上に安臥して温暖にする

• 常に悪寒を避け、力めて全身を温暖し、熱汗を発生せしむべし

• 飲食は極熱極冷を忌む。冷水は決して飲むなかれ

• 麦湯、葛湯を最良とす

• 魚鳥一切喫食すべからず、川魚絶対に禁

• 筍、豌豆、蒟蒻、銀杏、柿、桃、糟漬喫食するなかれ

• 男女ともに交接を厳戒し、かつ暴飲大食を為さず

• 病後半年は男女の交接を厳戒すべし

• 黒大豆、緑豆、小豆、甘草、等分に煎じ、七日間服用

• 枇杷の葉、一人前十七枚煎じ、浴びてよし

• 燕を霜にして、葉ニラの汁にてつくべし

• 黒鶏の頭の霜、鮎の霜、黒豆の粉、そばの粉、アメ牛糞の霜、ニレの木皮、抹、

目ハジキ草をつきしぼり、これを混ぜてその汁をつくべし



1966年
麻疹不活化・生ワクチン
1969年
麻疹弱毒生ワクチン（現在のワクチン）

19781978年年
麻疹ワクチン定期接種麻疹ワクチン定期接種
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麻疹による死亡数の推定

1回の定期接種によって防御された率

回数を問わずにワクチンによって防御された率

2回目の麻疹ワクチン接種機会の付与

We want to 
be alive!

世界における麻疹死亡の推定世界における麻疹死亡の推定
（（19801980--20052005年）年）

WHO/UNICEFスライドを一部改変



麻疹麻疹（はしか）（はしか）が死因となった死亡者数が死因となった死亡者数
19801980--20020055年（人口動態統計より）年（人口動態統計より）
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20歳以上

10-19歳

5-9歳

0-4歳

国立感染症研究所感染症情報センター多田有希先生より一部改変

今の高校生・大学
生が生まれた頃

100人



定点あたり定点あたり麻疹麻疹患者報告数，患者報告数，19821982年年11週～週～20052005年年1313週週

［感染症発生動向調査より］

流行予測 2004

1
9
8
2
 /
 1

1
9
8
3
 /
 1

1
9
8
4
/
 1

1
9
8
5
 /
 1

1
9
8
6
 /
 1

1
9
8
7
/
 1

1
9
8
8
 /
 1

1
9
8
9
 /
 1

1
9
9
0
 /
 1

1
9
9
1
/
 1

1
9
9
2
 /
 1

1
9
9
3
 /
 1

1
9
9
4
 /
 1

1
9
9
5
/
 1

1
9
9
6
/
 1

1
9
9
7
 /
 1

1
9
9
8
 /
 1

1
9
9
9
 /
 1

2
0
0
0
 /
 1

2
0
0
1
/
 1

2
0
0
2
 /
 1

2
0
0
3
 /
 1

2
0
0
4
 /
 1

2
0
0
5
 /
 1

年 / 週

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

定
点
あ
た
り
報
告
数

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

1
9
9
9
 /
 1
4

2
0
0
0
 /
 1

2
0
0
1
/
 1

2
0
0
2
 /
 1

2
0
0
3
 /
 1

2
0
0
4
 /
 1

2
0
0
5
 /
 1
/
 1
3

1978年(昭和53年)
から予防接種法に
基づく麻疹の
定期予防接種開始

予防接種法改正:義務接種→勧奨義務接種、集団接種→個別接種

約27．8万人の
患者さんが発生
していたと推計

約27．8万人の患者
さんが発生していた
と推計去れ麻疹輸出
国と言われた年



麻疹（麻疹（はしかはしか）） 全国の報告数推移全国の報告数推移
（全国３０００カ所の小児科より）（全国３０００カ所の小児科より）
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週
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報告数 33,812人
推計 20-30万人





麻疹ワクチンを



麻疹（麻疹（はしかはしか）） 全国の報告数推移全国の報告数推移
（全国３０００カ所の小児科より）（全国３０００カ所の小児科より）

第9回日本ワクチン学会
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2005年
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1999   125 member states (65%)

麻疹ワクチン麻疹ワクチン22回接種が導入されている国回接種が導入されている国, , 
19991999年年 とと 20052005年年

2005 171 member states (89%)

measles 2nd opportunity

no  measles 2nd opportunity

Activities 1999-2005:

• 46 Countries added  

• 603 mil vaccinated in SIAs  



2006年4月1日から、 2006年6月2日から、



1歳のお誕生日の
プレゼントにしましょう！
効果

麻疹麻疹（成人麻疹を除く）（成人麻疹を除く）::小児科小児科定点定点(3000)1(3000)1カ所カ所あたり報告数あたり報告数
感染症発生動向調査より感染症発生動向調査より

報告週

2001年

2007年

2007年の麻疹は小児科の疾患ではなかった



成人麻疹（成人麻疹（1515歳以上）歳以上）::基幹定点基幹定点（４５０）１カ所（４５０）１カ所あたり報告数あたり報告数
感染症発生動向調査より感染症発生動向調査より
20062006年年33月月3131日以前は、日以前は、1818歳以上歳以上

報告週

2007年

2001年

20歳前後の若者での発生が目立った



20072007年年44月月11日～日～77月月2121日までに発生した学校等での日までに発生した学校等での
麻疹、成人麻疹による休校、学年閉鎖、学級閉鎖数麻疹、成人麻疹による休校、学年閉鎖、学級閉鎖数

（厚生労働省結核感染症課調査）（厚生労働省結核感染症課調査）

5545263計

16245（東京が最多で19）その他

004（青森、宮城、大阪、愛媛）高等専門学校

008（青森、福島が各２）短期大学

4383（東京が最多で32）大学

003（東京２、奈良が1）特別支援学校

231473（東京が最多で16）高等学校

62027（東京が最多で８）中学校

6618（千葉が最多で９）小学校

002（千葉、横浜が各１）幼稚園・保育所

学級閉鎖数学年閉鎖数休校（園）数

麻疹は小児科の病気ではなかった！



免疫がなければ大人も麻疹にかかる！免疫がなければ大人も麻疹にかかる！



ワクチン未接種者における麻疹麻疹PAPA抗体保有状況：抗体保有状況：感染症流行予測調査より
（2006年度暫定値）

流行予測2006

抗体価
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麻疹ワクチン麻疹ワクチン/MR/MRワクチンワクチン/MMR/MMRワクチンワクチン11回接種者における回接種者における
麻疹に対する免疫保有状況：麻疹に対する免疫保有状況：感染症流行予測調査より（感染症流行予測調査より（20062006年年度度暫定値）暫定値）

流行予測2006

抗体価

MMRワクチン世代

小学生 中学・高校生 大学生
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ちょっと
忘れちゃった・・・

高校生まで、たまたまかからな
いでいることがある。

さらに、ワクチンを接種して
10年以上経ってくると・・・



日本の高校生ワクチン接種率 85%
既往歴有 5-10%
接種も既往もない人（感受性者） 5-10%

日本のある高校：生徒数250人



日本の高校生ワクチン接種率 85%
既往歴有 5-10%
接種も既往もない人（感受性者） 5-10%

日本のある高校：生徒数250人



ワクチン未接種で麻疹にかかった人

ワクチン既接種で麻疹にかかった人

ワクチンを接種していたので麻疹にかからなかった人

ワクチンを接種していて免疫が減衰していたけれども、麻疹にかからなかった人

麻疹にかかったことがあったので、今回の流行で麻疹にかからなかった人

ワクチン受けておらず、麻疹にかかったことがなく、今回の流行で麻疹にかからなかった人

FETP3期生鈴木先生作成一部改変



ワクチン接種していたのに
かかっちゃったじゃないか！！

22人の麻疹の患者さんのうち
半分近い10人がワクチンをうっていた

ワクチンきいてないよお

でも・・・僕たちはとても重
症で苦しかった・・・・
ワクチンのおかげで
僕たちより軽くすんだで
しょう。



ワクチン接種していたのに
かかっちゃったじゃないか！！

22人の麻疹の患者さんのうち
半分近い10人がワクチンをうっていた

ワクチンきいてないよお

でも・・・僕たちはとても重
症で苦しかった・・・・
ワクチンのおかげで
僕たちより軽くすんだで
しょう。

僕たち200人は
ワクチンのおかげで
麻疹にかからなかった！



なぜなぜ今、若者にはしかが流行今、若者にはしかが流行？？

１．ワクチンを受けなかった。

はしかにもかからず大きくなった。（１０％）

２．ワクチンを受けたけれど免疫が出来なかった（２－３％）。

３．ワクチンを受けて免疫は出来たけれど、だんだん免疫の
記憶が弱くなって効果が下がってきた（１０－２０％）

４．以上の人たちが集団でいるところに「はしかウイルス」が
入り込んだ

５．行動半径が広く、流行が広がった（関東、沖縄、九州、
海外）



20062006年度の第二期の接種率は約年度の第二期の接種率は約8080％と十分では％と十分では
ありませんでした。ありませんでした。→→55人に人に11人は接種していない！人は接種していない！



20062006年度の第二期の接種率は約年度の第二期の接種率は約8080％と十分では％と十分では
ありませんでした。ありませんでした。→→55人に人に11人は接種していない！人は接種していない！

免疫がつかなかった子どもたちに接種

免疫が弱くなった子どもたちに接種

受けそびれた子どもたちに接種



高校での麻疹集団発生
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国立感染症研究所FETP徳田浩一先生より一部改変

14日14日14日

ここで対策
開始



輸入麻疹患者数輸入麻疹患者数 19961996--2003*2003*
CDC,USACDC,USA

• アメリカ合衆国に輸入された麻疹患者総数- 290 人
–日本 – 44 人 → 2005, 2006 0 人
– ドイツ – 24 人
– 中国 – 22 人
– フィリピン – 17 人
– イタリア– 16 人
– インド – 15 人
– パキスタン– 14 人
– ギリシャ、韓国 –各10 人
– その他 – 118 人

*2003 Provisional data



日本からの日本からの麻疹輸出例麻疹輸出例 ２００７２００７年年

2005, 2006年 アメリカ合衆国への輸出0人

2007年 アメリカ合衆国

カナダ

オーストラリア

スイス

台湾

一般旅行（若者）、修学旅行（高校生）、
リトルリーグ（小学生）







20072007年年66月：改訂国際保健規則月：改訂国際保健規則**の実施の実施
（（**IHR2005: International Health Regulation)IHR2005: International Health Regulation)

• 黄熱、コレラ、ペストのみへの対応からあらゆる公衆衛生上の
脅威への対応へ
‒ Public Health Emergency of International Concern (PHEIC)： “国際的
な懸念を有する公衆衛生上の緊急事態”

• 予め決まった対応から内容に応じた対応へ

• 国境での管理という観点を含め原因の封じ込めへ
WHOスライドを一部改変



国 際 保 健 規 則 （IHR)

G L O B A L
H E A L TH
SECURITY

備えを改善する
未知のリスクに対

応する
既知のリスクを
封じ込める

世 界 的 な 連 携 体 制
G L O B A L   P A R T N E R S H I P

WHOスライドを一部改変

世界の麻疹を取り巻く状況世界の麻疹を取り巻く状況
世界の麻疹排除に向けた体制および改正* IHR下における麻疹



麻疹患者数麻疹患者数, , アメリカ合衆国アメリカ合衆国, 1985, 1985--8888年年,,

麻疹患者のワクチン接種状況麻疹患者のワクチン接種状況
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感染症発生動向調査感染症発生動向調査 20082008年第年第11週週~~第第44週週
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麻疹に対する免疫を持っている人の割合，麻疹に対する免疫を持っている人の割合，20062006年年
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2008～2012年

90
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2012年には22歳までが
2回接種世代になる予定

2008～2012年度の中1と高3
5年間で2回接種世代に

2006年度から
2回接種世代 流行予測 200６

麻疹に対する免疫を持っている人の割合，麻疹に対する免疫を持っている人の割合，20062006年年



年齢別風疹HI抗体保有率
（2006年度感染症流行予測調査より： 暫定値）

女性 男性

低い抗体保有率

9歳～17歳 9歳～17歳
30～40代



平成19年度
麻疹風疹ワクチン第二期接種率調査

～中間報告第一報～
厚生労働省結核感染症課調査より

2007年9月30日現在の第二期麻疹含有ワクチン
の接種率は、全国で４８．３％でした。
同じく風疹含有ワクチンの接種率は、
４８．５％でした。

なお、昨年は、国立感染症研究所感染症情報センターで、研究として
本調査を実施しましたが、回収率79.6%、有効回答率78.9%の段階で、
第二期麻疹含有ワクチンの接種率は、10月1日現在で、29.4%、
同じく風疹含有ワクチンの接種率は29.9%でした。



60.0%以上

50.0%以上60.0%未満

40.0%以上50.0%未満

40.0%未満

2007年度
第2期麻しん風しんワクチン接種率
9月30日現在中間評価結果

第2期麻しんワクチン接種率：48.3%
(福岡県32.5%～福井県66.5% )

第2期風しんワクチン接種率：48.5%
(福岡県32.6%～福井県66.6% )

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター



• 第2期麻しんワクチン接種率 (2007年9月30日現在)

– 95%以上の自治体：68
• 第二期接種対象者数の中央値(人口）；27人 (1‐204人)

– 0%の自治体：54
• 第二期接種対象者数の中央値(人口）；24人 (2‐533人)

2007年度
第2期麻しん風しんワクチン接種率
4月1日～9月30日現在中間評価結果

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター



今回の麻疹流行の問題点今回の麻疹流行の問題点
・ 個人の問題

一人一人がかかっては困る

（麻疹は重い、死に至ることもある）
・ 社会的な問題

集団で流行すると、社会的影響が大きい
軽い麻疹でも感染源となる（流行が広がる、続く）

・ 国際的な問題
麻疹がまだ日本で・・・？？
日本から輸出されるか・・・

先進国： 迷惑！
発展途上国： 流行と小児の死亡の原因に・・



今回の麻疹流行の問題点今回の麻疹流行の問題点
・ 個人の問題

一人一人がかかっては困る

（麻疹は重い、死に至ることもある）
・ 社会的な問題

集団で流行すると、社会的影響が大きい
軽い麻疹でも感染源となる（流行が広がる、続く）

・ 国際的な問題
麻疹がまだ日本で・・・？？
日本から輸出されるか・・・

先進国： 迷惑！
発展途上国： 流行と小児の死亡の原因に・・

日本が本気で

麻疹対策をとるか・・



• このままでも患者数は減少するでしょう・・
・ しかし・・・このままでは、

数年以内に再び大きな流行が起こる可能性
は高いと考えられます

麻疹はいまや（再び）小児科だけの疾患
ではなく、年齢を超えた総合対策が必要に
なりました。



麻疹排除麻疹排除(elimination)(elimination)目標設定目標設定

20002000

20102010

20102010 20122012

アフリカ、南東アジア地域においては
死亡数の減少を目標とする

Americas, Europe, E. Mediterranean, W. Pacific have elimination goals

The boundaries and names shown and the designations used on this map do not imply the expression of 
any opinion whatsoever on the part of the World Health Organization concerning the legal status of any 
country, territory, city or area or of its authorities, or concerning the delimitation of its frontiers or 
boundaries.  Dotted lines on maps represent approximate border lines for which there may not yet be full 
agreement. 
© WHO 2006. All rights reserved



その対策はその対策は
• 小児での発生を抑える麻疹・風疹(MR)ワクチンを２回接種

①１歳になったら早めに ② 小学校入学１年前

・ 中学１年、高校３年相当年齢で２回目（または初めて）の
MRワクチン接種

・ 学校（小、中、高、大）入学時、定期健診でのチェック

・ はしかの報告（全例）

・ はしかの患者さんが出たら、感染可能性のある周辺の
人への対策

・ 国際社会への宣言：日本は麻疹排除（elimination) を
目指す



わが国の麻疹対策わが国の麻疹対策

• 国の本気感！

• 予防接種歴を含めた麻疹全数報告開始！

• 2012年度までに22歳までを2回接種世代
に！

• 未接種者の把握と積極的な接種勧奨！

• 国民1人1人が麻疹の予防に積極的に取り
組んでいくことが重要！



政策保障政策保障
--制定制定《《20062006--20122012年全国消除麻疹行动计划年全国消除麻疹行动计划》》

• 目标

-2012年全国麻疹发病率控制在1/100万以下

(不包括输入病例)，无本土麻疹病毒传播

-通过消除麻疹工作促进免疫规划工作发展。
• 策略和措施

-免疫预防

-加强监测

-暴发控制

-医院感染控制

-风疹控制

-宣传动员

保障措施

－加强政府领导，加大经费投入

－建立协调机制，加强部门合作

－加强专业队伍建设，提高综合防治能力

－加强国际合作与交流，积极争取支持

－开展消除麻疹应用性研究



韓国における麻疹患者の年齢別発生数韓国における麻疹患者の年齢別発生数
（（20002000－－20012001年）と対策の対象者年）と対策の対象者

戦略: 1) キャッチアップ・キャンペーン（→対象者の97%を達成）
と結果 2) 入学時の麻疹ワクチン必須化

3) 二回目の定期麻疹ワクチン接種率の95％以上の達成
（→2001年8月：99%、以降2006年まで95%以上達成）

入学時の麻疹ワクチン必須化 キャッチアップ・キャンペーン：
対象580万人の学童・生徒
（8－16歳）



韓国の意気込み！韓国の意気込み！

The Minister of
Health received

the first MR shot,
Seoul, May 21

Source: Takahashi (IDSC)



江戸時代

麻疹全快
祝いの酒盛り

↓
2012年
麻疹ゼロ
祝いの酒盛り

日本の意気込み！日本の意気込み！



ご清聴ありがとうございました


